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この中間報告 は、電算機 学校問題研 究委 員会が電 算機学校の 実態 を把 握す

るため に行 な ったア ンケー トの結果 につい ての解説 と、 アンケ ー ト調査 では

得難 い問題 につ いて調査 に ご協 力いただい た学校経営者 と懇談 した際の主 な

ご意見 とを と りま とめ たものであ る。

本委員 会は、今後 さ らに電算機学校卒業生を 多 く採 用 してい る諸企業 との

懇談会を もち、雇 傭 者側か らみた電算機 学校お よび卒 業生 に対 す るご意見を

きき、電算機学校 の現 状 と今後 の対策 につき意見 をま とめて行 く考え である。

昭和47年1月

電算機学校問題研究委員会

委員長 根 岸 厳

ー
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1 論 総

わが国の情報化 が急速 に進展す るにつ れて、各種 各様の解決 を必要 とす る

問題点が派生 してきてい る。そのなかで もっとも切実な問題 の一 つは、情報

処 理技術 者の育 成で ある。

さ きに、文部省の 「情報処理教育 に関す る会議」 は、大学におけ る情 報処

理 教育は、文科 系統 を も含 めた全大学 で行な うべきで あると し、10年 後 に

おけ る情報処理技術者の必要数は現在 の10倍 近 い50万 人 と推定 し、 この

.ために必要 な設備費 は1・500億 円である と答申 してい る。

これ に対 し、大学 、高専、短大お よび高等学校 においては、情報処理 の専

門学科 が設け られ、来年度以降、 その数 がかな り増加す る見通 しとな ってい

るが、急 速に伸張す る情報処理業界の 当面の需要 には追いつ きそ うもない憾

みが あ り、その充足 には現存 の電算機学校 に期 待す る外 はない。 これ らの学

校 は一般に各種学 校の名の もとに、昭和41年 に開設 されたのを筆頭 に、現

在 では全 国 に約50校 以上(推 定1)が 存在 してい る。

この実情 に鑑み、(財}日 本経営 情報開発協会はす でに、 さる昭和44年 に

教育問題 研究委員 会の もとに、 各種学校(電 算機 学校)問 題部会 を設 け、電

算機学校 の現 状 と対策について調査研究 して、そ の結果 を 「コン ピュータ教

育 に関す る報告書」 として と りま とめ、政府 、関係 方面 に提 出 し、対策 の促

進方 を要望 してきた。

ところがそ の後、社会情勢 が急激 に変化 し、電算機学校は経営上 、教 育上、

種 々の困難 な問題 に直面す るよ うになっ てきたの で、当協会はふ たたび、

「電算機学校問題研 究委員会」 を設け、 これ らの諸問題 について調査研 究す

るこ ととした。
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さい わ い、 電算 機 学 校 各位 の絶 大 な ご協 力を得 て、貴 重 な調 査 ・分 析 が で

き..ま た 、学 校 経 営 者 との懇 談 の機 会 を もつ こ とが で き たの で、'こ こにそ の

要 旨 を中 間報 告 と して提 出す る も の で ある。
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ll調 査 結 果 分 析

1.コ ー ス 内 容 に つ い て

1-1コ ー ス の 種 類 、 数 お よ び コ ー ス 当 た り 平 均 授 業 時 間 数 、 費 用

(1}ソ フ ト ウ ェ ア

ア ン ケ ー トの 回 答 で は 、 コ ー ス の 種 類 は 各 学 校 固 有 の コ ー ス 名 が 記 入

さ れ 、 「プ ロ グ ラ マ ・ コ ー ス 」 「S{Eコ ー ス 」 「ソ フ ト ウ ェ ア科 」 な ど

多 岐 に わ た っ て い る が 具 体 的 な 内 容 を 問 合 せ て 、 「ソ フ ト ウ ェ ア 」 と し

て 一 ま と め に した 。

コ ー ス 数 は ・ 合 計71コ ー ス で 最 も 多 い の は 、6ケ 月 夜 間 コ ー ス の

22コ ー ス で 、 全 体 の31%を し め 、 つ い で1年 夜 間 コ ー ス の13コ ー

ス で18%。 こ の 両 コ ー ス で 約 半 分 を し め て い る 。 次 は1年 全 日 コ ー ス
、

2年 全 日 コ ー ス の そ れ ぞ れ10コ ー ス ず つ(各1・4%)が 続 き 、 あ と は

6ケ 月 午 前 コ ー ス が4コ ー ス 、6ヶ 月 全 日 コ ー ス が3コ ー ス 、3ケ 月 全

日 コ ー ス が2コ ー ス 、2年 夜 間 コ ー ス が2コ ー ス で1年 午 前 コ ー ス 、6

ケ 月 午 前 コ ー ス 、4年 全 日 コ ー ス 、3年 夜 間 コ ー ス 、9ケ 月 全 日 コ ー ス

の そ れ ぞ れ1コ ー ス と な っ て い る 。

こ の こ と か ち 、6ケ 月 ～2年 の 夜 間 コ ー ス と1年 ～2年 の 全 日 コ ー ス

が 、 標 準 型 と 云 え よ う 。

コ ー ス 当 り と 平 均 授 業 時 間 数 は 、6ヶ 月 夜 間 コ ー ス が224時 間 、1

年 夜 間 コ ー ス が621時 間 、1年 全 日 コ ー ス が1,033時 間 、2年 全 日

コ ー ス が1,901時 間 と な っ て い る
。

割 当 て られ た 実 習 計 算 機 時 間(割 当 率)は 、6ケ 月 午 前 コ ー ス が85

時 間(37.8%…)で 最 も 多 い が 、 コー ス 例 が1コ ー ス しか な い の で 数 字 の
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信頼 度 は、 や や 劣 る と思 われ る。 これ を コース数 の多 い と ころでみ れ ば

大 体19～27%(平 均23%)で あ る。(注 ・こ こに云 う実 習計 算機

時 間 とは、 ク ロー ズ を除 く実 習の ため に計算 機 が 割 りあて られ てい る時

間の ことで、 授 業時 間 の平均23%が 学 生1人 当 た りの 実 習時 間 で ある

とい う意 味 で は な い。)修 学 費 用は.そ の コ ース の期 間 中 の入学 金 、 授

業 料 、設 備 費 、 維 持 費、 実 習費 、教 科 書 代.寄 付 金 等 を集 計 し た もの で、

4年 全 日 コース60万 円 で最 も多 く、3年 夜 間 コ ース30万 円 、2年 全

日 コー ス28.5万 円、2年 夜 間 コース18.4万 円、1年 全 日コ ース17.2

万 円、1年 夜 間 コ ース13.1万 円、6ケ 月夜 間 コ ース7.1万 円な どで、

月平均 は 約1.2万 円 で あ る。

(2)ハ ー ドウ ェア

「ハ ー ドウ ェ ア」 は3年 全 日 コース が4、2年 夜 間 コ ーースが1で 「ソ

フ トウ ェア」 に くらべ る と極 め て少 な い ・この コースは従 来 電子 工学 ・ テ

レ ビ 関 係 の 技 術 者 を 養 成 す る こ と を 目 的 に し た 各 種 学 校 が 「ソ フ ト ウ ェ

ア 」 コ ー ス と 「ハ ー ド ウ ェ ア 」 コ ー ス を 併 設 し た も の が 多 い 。 授 業 時 間

数 は 全 日 コ ー ス で2,476時 間 、 夜 間 コ ー ス で1,440時 間 で あ る 。 割

当 て られ た 実 習 計 算 機 時 間 は 、 そ れ ぞ れ474時 間(19.1%)、250・

時 間(17.4%)、 修 学 費 用 は28.3万 円 、11.4万 円 で あ る 。

(3)そ の 他(キ ー パ ン チ ャ 、 オ ペ レ ー タ)

夜 間3ケ 月 コ ー ス が1校 、 授 業 時 間 数 は72時 間 、 実 習 計 算 機 時 間 は

52時 間(72.2%)、 修 学 費 用 は4万 円 で あ る 。

1-2コ ー ス 別 人 学 者 数 、 卒 業 者 数(卒 業 率)

(1)コ ー ス 別

44年 度 は 、 ソ フ ト ウ ェ ア39コ ー ス で 、7,157人 が 入 学 し 、6,000

人 が 卒 業 し た 。 そ し て そ の 卒 業 率 は83,3%で あ る 。
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45年 度 は 、 ソ フ ト ウ ェ ア61コ ー ス で 入 学 数8,903人 、 卒 業 者 数

7,033人 で 卒 業 率 は78.9%で あ る 。 ハ ー ド ウ ェ ア は.4コ ー ス で 入

学 者 数613人 、 卒 業 者 数357人 、 卒 業 率58.2%で あ る 。 ソ フ ト ウ ・

エ ァ ・ コ ー ス に く ら べ 、 ハ ー ド ウ ェ ア ・ コ ー ス の 卒 業 率 が 悪 い の は 、 教

科 内 容 が む ず か し い こ と が 原 因 の 一 つ で あ る か も し れ な い 。

(2)ソ フ ト ウ エ ア

44年 度 は 、6ケ 月 夜 間13コ ー ス の 入 学 者 数2,475名 、 卒 業 者 数

2,095名 が 最 も 多 く 、 卒 業 率 は84.6%で あ る 。 つ い で1年 夜 間:19

コ ー ス の 入 学 者 数 が2 ,182名 、 卒 業 者 数 は1,600名 で卒 業 率 は73.3

%で あ る 。 ま た ・1年 全 日7コ ー ス の 入 学 者 数 は1,456名 、 卒 業 者 数

は1,333名 で 卒 業 率 は91.6%で 卒 業 率 は 最 も よ い,、

45年 度 は 、6ケ 月 夜 間20コ ー ス の 入 学 者 数2 ,506名 、 卒 業 者 数

2,308名(卒 業 率 、92.1%)で 最 も 多 く 、 つ い で2年 全 日7コ ー ス が

入 学 者 数2・220名w'卒 業 者 数1,655名(卒 業 率74.5%)、1年 夜

間10コ ー ス の 入 学 者 数,1,526名 、 卒 業 者 数999名(卒 業 率83 .5%)

の 順 と な っ て い る。 ぐ

44年 度 が39コ ー ス で 、 入 学 者 数7 ,f57名 、 卒 業 者 数6,000名

に 対 し て45年 度 が61コ ー ス と コ ー ス 数 力1急 増 し て い る の に 、 入 学 者

数 は8,903名 で 卒 業 者 数 は7,03'3各 と1,000名 程 度 し か 増 加 し て

い な い の が 特 徴 的 と 云 え る 。

{3)ハ ー ド ウ ェ ア

45年 度2年 コ ー ス が4コ ー ス で 、 入 学 者 数 は613名 、 卒 業 者 数

357名 ・ 卒 業 率 は58・2%と ソ フ ト ウ ェ ア に く ら べ て 極 め て 低 い
。
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2.実 習 に つ い'て

2-1 、 コ ー ス 当 り の 実 習 の 形 態 と 時 間 数c

実 習 の 形 態 と し て.a)計 算 機 の 基 本 的 な 操 作 方 法 の 実 習.b)プ ロ グ

ラ ム を 作 成 し て ラ ン さ せ る 実 習 、c)穿 孔 機 、 検 孔 機 の 操 作 実 習 に つ い て

調 査 集 計 を し た 。

(1)ソ フ ト ウ エ ア

最 も コ ー ス 数 の 多 い6ケ 月 夜 間(17コ ー ス)のa)は5時 間 、b)、は

56時 間 、c)は7時 間.っ い で1年 全 日(10コ ー ス)でa)55時 間 、

b)255時 間 、c)41時 間 、2年 全 日(10コ ー ス)で は 、a)99

時 間 、b)284時 間 、c)37時 間 、1年 夜 間(9コ ー ス)で 、a)40

時 間 、b)152時 間 、c)15時 間 と な っ て い る 。

(2}ハ ー ド ウ エ ア

2年 全 日(3コ ー ス)で は 、a)は200時 間 、b)は33時 間 、

c)は100時 間 、2年 夜 間(コ ー ス)で は 、a)は250時 間 、

b)、c)は0時 間 で あ る 。

(3)そ の 他(キ ー パ ン チ ャ 、 オ ペ レ ー タ)

3ケ 月 夜 間1コ ー ス の み で 、a)2時 間 、b)8時 間 、c)42時 間

と な つ て い る 。

2-2実 習 時 の グ ル ご プ の 人 数

プ ・ グ ラ ム の 作 成 を 個 人 で 行 な うか 、 グ ル ー プ で 行 な う か を 調 べ た も の

で 、 個 人 で 作 成 す る 学 校 数 は 、2校(11.1%)、2～5人 で 作 成 す る 学

校 数 は9校(50.0%)、6～10人 が6校(33.3%)、11～15・ 人

が1校(5.6%)に な っ て お り、 大 体5人 前 後 の グ ル ー プ で 実 習 を 行 な っ

て い る も の と 認 め ら れ る 。

2-5実 習 プ ロ グ ラ ム の パ ン チ 作 業 の 処 理 方 法 に つ い て

パ ン チ 作 業 の 処 理 方 法 を 、a)学 校 側 で 処 理,b)学 生 が 処 理 、c)外
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注 に わ け て集 計 した。集 計校21校 を、a)に っ い て見 れ ば 、0%が4校 、

10%以 下 が3校 で、 あ との14校 は50%以 上 で あ り、100%が2校J')、

あ る。b)に お い ては0%が6校 、10%以 下6校 、20%以 下3校 で、

あ との6校 は40%以 上 で100%が2校 あ る。c)に つ い て は0%が13

校 と過半 数 を 占め、90%以 上 が4校(う ち100%が1校)で 残 りは4

校 とな っ てい る。

これ でみれ ばaとbの 併 用 が9校 で最 も多 く、aとcの 併 用 が3校 、b

とcの 併 用 が1校 、abcの3者 併 用 が3校 と叶 う構 成 にな る。

2-4自 校 外 で 実 習 をす る場 合

自校 に専 用 計 算機 を設 置 してい な い学 校 は 、3校 、 コース数 は 、5コ_

ス で基 本 操 作 、 プ ログ ラを ランさせ る実 習 は 、 そ れぞ れ52時 間 、45時

間 で、 パ ンチ実 習は27時 間 とな っ てい る。

、実 習 の 場 所 は.計 算 機 セ ンタ1、 親 会 社1、 そ の他1と な ってい る。

ψ

協 在 校 生 に つ い て

5-1コ ース別v期 間別、時 間帯別在 校生数お よび職業別数(構 成比)

ω コー ス別

昭和46年7月 末現在 の 在 校生 数 は21校 は57コ ース数 で9 ,098

名、 うち男 子 は7,692名(84.6%)女 子は1,406名(15 ,4%)

で あ る。 コ ース 別 に は ソ フ トウ ェ ア コース が 圧倒 的 に多 い ことか ら、 同

コー ス が7,898名(86 .8%)を 、占め て い る。

(2)ソ フ トウ ェア

ソ フ トウ ェア ・コ ーx59の 学 生 を 職 業別 、 期 間別 、 時 間 帯別 に集 計

した もの で あ る。 こ ごで有 職者 とは現 に職 業 を もってい る者 をい い 、 学
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生 とは 大学 院 ・大 学 ・短 大 ・高 校 等 の 在 学生 を さ し(電 算機 学 校 の 学 生

は 含 まな い)、 無 職 者 とは有 職 お よび学 生以 外 の在 校生 の意 味 で あ る℃

まず全 在校 生7,678名 を職 業 別 にみ る と、無 職 が4,764名(62.1

%)で 最 も多 く、 つ ぎが有 職 の2,607名(38.9%)、 最 も少 な いの

は学生 で307名(4.7%)で ある。

さ らに これ を期 間別 にみ る と、 最 も多 い のは2年 コース(10)の 無

職3・654名 ・ つ ぎが、6ケ.月 コ ース(27)の 有 職1,011名 、1年

コー ス(18)の 無 職864名 の順 で あ る。 長期 コース に無 職 が 多 く、

短 期 コ ース に有 職が 多 いの は 常識 と一 致 す る。

つ ぎ に時 間帯 別 にみ れ ば、 最 も多 いの は全 日 コース(21)の 無 職者.

4,543名 、 つ い で、夜 間 コ ース(33)の 有 職 者2,469名 で、 在校

生 は この2種 類 に殆 どが 包含 さ れ他 の コー スは 極 め て 少数 で あ る。 職 業

の 有無 と コース の時 間帯 との対 応 も また 常識 と よ く符 合 してい る。

(3)ソ フ トウェア ・コース在 校生 の 職 業別 構 成図

この図 は(2)の 表 を図形 化 し た もの で あ る。

(4)ハ ー ドウ エア

ハ ー ドウ ェア の在 校生 は849名 で無 職 が 圧 倒的 に 多 くて690名

(81.3%)を 占め、 あ とは有 職 が156名(i8.3%)で 学 生 は僅 か

3名(0.4%)に す ぎな い。

期 間別 にみ れ ば 、す べ て が2年 コ ース(4)で 、 した が って職 業別 構

成 は上 と同 じで あ る。

時 間 帯別 に みれ ば、 全 日 コース(2)は663名 のす べ てが 無 職 で、

夜 間 コース(2)は 逆 に 有職 が156名(86.6%)、 無 職 は21名

(11.7%)、 学 生 は3名(1.7%)と な って い る。
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(5)そ の 他

1コ ー ス で生 徒 数 は4名 で;す べ て が 有 職 の 女 子 で あ る 。

5-2在 校 生 の 学 歴

在 校 生9,098名 の 学 歴 を み る と 、 高 校 卒 が7,658名(84.1%)で

最 も 多 く.つ い で 、 大 学 卒 の873名(9.6%)、 大 学 在 学 中 が305名

(3.4%)、 短 大 卒 が192名(2.1%)と い う 順 に な っ て い る 。

'

4.卒 業 生 に つ い て

(1)45年 の 求 人 状況(構 成 比)

求 人数 は 各学 校 の求 人 申込 受 付数 で あるか ら、'求人 側 の実 際 の需要 数

が 重 複 して集 計 され て い る点 を注 意 す る必要 が あ る。

集 計 の結 果 を み る と・、総求 人数9,713名 の うち 最 も 申 込 の 多 い の

は 、 計算 セ ン タ ーを 含 め た ソ フ トウェ ア会 社 か らの、 ソ フ トウ ェア ・コ

ース卒 業生 に対 す る4 ,283名(44.1%)で 、 つ ぎが一 般 の コン ピ ュー

タ利 用会 社 か らの ソフ トウェア卒 業 生 に対 す る4,i49名(42.7%)

とな っ てお り、 コ ン ピ ュ ー タ ・メ ー カの求 人 数 は503名(5.2%)に

す ぎな い。 しか しこれ を、 会 社数 が 少な いか ら求 人 が少 ない と簡 単 に は

云 い 切れ ない 。一 方 ハ ー ドウ ェア ・コー ス卒 業生 に対 す る求 人(778

名)は 、 メー カの数 が 多 い こ と も あ っ て、 そ こか らの 申込 が475名 、

つ ぎが ソフ トウェア 会 社 の198名 、 ユ ーザ の105名 とい う よ うに、

順 序が ソフ トウェ アの場 合 とは逆 に な って い る。

②45年 度 の コ ン ピ ュー タ関 係 への就 職先(構 成 比)

45年 度 の卒 業生 中3,330名 が コー ピ ュ一 夕関 係 に就 職 し て い る。 最

も多 い のは ソ フ トウ ェア ・コース 卒 業生 の コ ン ピ ュー タ ・ユ ー ザへ の就

一一一9_



職 で1,956名(58.7%)。 つ ぎが同 コース の ソフ トウ ェア会社 へ の

894名(26.8%)、 つ い で 同 コースの メー カへ の184名 とな っ て

い る。 ハ ー ドウ ェア ・コース卒 業生 は 、 当 然 の こ とな が ら、 メー カへ の

就 職 が131名 で 最 も多 い 。

(3)情 報 処 理 技 術 者認 定 試 験 合格 者数

昭 和44年 度 か ら実 施 され た、 通 産省 の 情 報 処 理技 術 者 認定試 験 の合

格 状 況 を 調 べ た もの で あるが 、学 校 側 で既 卒 業生 の 合格 状況 を正確 に把

握 す る ことは む ずか しく、 ま して受験 者数 は全 く不明 で ある。 こ こに 掲

げ た集 計 は 、 各学 校 が把 握 してい る数 値 で、 実態 を公正 に反映 してい る

か ど うか は 疑 問 で あ る。 い ずれ にせ よ第2種 試 験 はか な りの合 格 者 を 出

してk・ り、 か つ44年 度 に く らべ45年 度 は大 幅 に増 加 してい る ことは

注 目され る。

,

5.教 職 員 に つ い て

ω 情 報 処 理 技 術 関係 学科 の教職 員 数

教 職 員数 は、21校 で497名(う ち男 子437名 、 女 子60名)で

ある。 この うち、専 任 教 員 は199名(40%)、 外部 講 師 は179名

(36%)で ある。 女 子 の 約半 数(29名)は 専任 キー パ ン チ ャで、 男

女 あわせ て43名(9%)は 助手 、44名(9%)'は 専 任 オペ レー タで

あ る。

{2)最 終 学 歴'

専 任 教職 員199名(男 子184名 、女 子15名')の うち106名

(53%)t-一 は大 学 卒 、53名(27%)は 自校 卒 で、他 は 高卒 、 高専 ま

た は短 大 卒 、 大 学 院 卒 な どで ある。
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{3)年 令 構 成

年 令構 成 は199名 中85名(42%)が 、25～30才 未 満 で最 も

多 く、Oい で30～35才 未満 の46名(23%.)、20～25才 未 満

の32名(16%)の 順 とな ってい る。 最 年 長 は45才 以 上 に男 子10

名 が お り、女 子 の場 合 は35～4,0才 未 満 に1名 い る。

(4)専 任 教 員 の コ ン ピュ ー タ実務 経験

コ ン ピュー タ実 務 経 験年 数 では、3～5年 未 満 が6・3名(32%)で

最 も多 く、 つ い で2～3年 未満(23%)、1～2年 未満(15%)

5～8年 未 満(13%)の 順 にな っ てい る。 なお 、10年 以 上 が 、10

名(15%)で ある。

以 前 の 職 業 につ い ては、 自校 での養 成 が86名(43%)で 最 も多 く

経 験年 数 は5年 未満 がほ とん どで あ る。 つ い で官 公 庁、 公 社、 研 究 所 、

学 校 等 か、らの転 職者 と思 われ る者(調 査 結果 では 「その 他 」 の 分類)が

43名(22%)で 、 経 験 年 数 は3薙 以 上 が 多 い 。 なk・ 、 コ ン ピ ュ ー タ

・メー カか らの転職 者 は10名(5%)で 、経 験 年数5年 以 上 が 多 く、

ま た、 ソ フ トウ ェア会 社 、 コ ン ピ ュー タ ・ユ ーザ か らの転 職 者 は、 い ず

れ も20名 弱(9%)で 経験 年数 は 同 じ く5年 以 上 が 多い 。 また他 の 養

成 校 か らの転 職 者 も25名(13%)お り.経 験 年数 は 、3～10年 が

多 い。

0

6.電 算 機 設 備 に つ い て

6-t現 在の機器構 成

{1)中 央処理装置

現在 の機器 構成をみ ると、中央処理装置 は、 キャラク タ ・マシンが5
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校 で7台 、 バ イ ト ・マ シ ンが16校 で19台 、 ワー ド ・マ シ ンが8校 で

12台 で あ る。

キ ャ ラ クタ ・マ シ ンで は記 憶 容 量16KCの もの が70%(5台)と

大 部分 を しめ、 他 は24KCの もの で ある。

バ イ ト ・マ シン では 記憶 容 量4～8KBの もの が60%(11台)、

16'y32KBの もの が30%(5台)、 他 は64～98KBの もの で

あ る。

ワー ド ・マ シン では 記 憶容 量4KW以 下 の もの が73%(9台)と 大

部 分 を しめ.他 に8KW、16KWの もの が あ る。 ・

(2)補 助 記憶 装置

補 助記憶 装 置 と して は、 磁 気 テ ー プ装 置 が、15校 で92台 、 磁 気 ド

ラ ム装 置 が16校 で21台 、 磁 気 ディス ク装 置 が9校 で16台 で あ る。

(3)入 力装 置

入力装 置 と して は、 カー ドリー ダが15校 で ・23台 、 紙 テ ー プ ・り一

ダが17校 で34台 で あ る。

{4)出 力装 置

出 力装置 と し ては、 ライ ン ・プ リ ンダが19校 で32台 、 紙 テー プ パ

ン チが11校 で15台 で ある。

(5}入 出力 装 置

入 出力装 置 と し ては、 デCdス プ レーが1校 で1台 、 タ イ プ ライ タが

12校 で22台 で あ る。

6-2使 用 状 況L

(1)稼 動 時間(昭 和45年 度 月平 均 使 用 実 績)

使 用 状況 を み る と、 コン ピ ュー タの 月平 均 稼動 時 間(昭 和45年 年 度)
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につ い ては、 自校 設置 の場 合 に は 、全 稼 動 時 間8,600時 間 の73%

(6,285時 間)が 実 習 用 に使 用 され、 残 り27%(2,315時 間)が

オ ー プ ン受託 計 算 、校 内 事務 、 教 師 使 用 、 ソ フ ト開 発 、研 究 そ の 他 に使

わ れ てい る。

実 習 時間 の 内訳 をみ る と正規 教 課 内の 実 習(授 業 時間 に割 当 て られ た

時 間)が 、4,010時 間 で、 正 規教 課 以 外 の実 習(学 生 が 自由 に使 用 し

た時 間)が2,275時 間 とな っ て お り、 正規以 外 の 実習 が 正規 の実 習 の

57%と な って い る。 この こ とか ら正規 実 習時間 以 外 で も、 な るべ く多

く実 習 時間 をふ や そ うとい う姿 勢 が うか がえ る。

外部借 用 の場 合 は 、 実 習 の み に 使 用 さ れて い る。

② 機 種別 使 用 台 数

使 用機 種 の 台数 を 、規 模 別 にみ る と、 小 型機19台(44%)、 超 小

型機12台(28%)、 中型 機12台(28%)エ 、小 型 機 が ほ ぼ 半数

を 占 め てい る。 自校 設 置 と外部 借 用 の割 合 は、90%(38台)対10

%(5台)で 外部 借 用の 場 合 は 、 中型 機 が 多 い。

6--3今 後 の 導入 計 画

今 後 の 各校 の導 入 計 画 と し ては 、 レベ ル ア ップを検 討 中 とい うの が20

校 の うち4校 、 設 置 を予 定 してい るの が3校 で、そ の 他 に は 目下 再 導 入 の

交 渉 中 とか、2年 後 には 中 型機 を導 入 で き る見通 しの ある もの 、端 末機 の

増 設 を予定 して い る もの 各1校 ずつ で あ る。

6-4最 近1年 間 の 主 な 投 資

最 近1年 間 の主 な投 資 に っい ては 、 第1に 新機 種 の導 入 な ど、 レベ ル ア

ップ の た めの投 資が 多 く、20校 中9校 を 占め てい る。

第2に 、 そ の 他 の 設備 投 資 と しては 、7校 が主 に校 舎 の新 改 築 を 行 な っ
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てお り、 教 育 用VTR設 備 を購 入 して い る と ころ も ある。

タ
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班 経営者懇談会の印象

概 要

学校経営者 と3回(東 京2回 、大阪1回)の 懇談を行ない、経営上、教

育上の問題 や学校 間の協調 ・提携、関係方面への要望な どにつ いて意見 を

聞いたが、個 々の学校が あげ る問題点や 要望 は、共通 した ものが多 く、い

ずれ も切実な ものであ る。 しか し結束 して当局な どへ陳情 し ようとい う積

極的な姿勢は余 りみ られ なか った。

ただ し・ 地方の学校 には、その地方の人材の確保 と定着 とい う使命感が

見 受け られ 、その ためか 財政的要望 な どには意欲的 である。 これ に応え る

方策 として地元の公共団体や ユーザーの優れ た学校 に対 しての指導や助成

は・現在・地方の 商工会議所な どで行 なっている コン ピュー タ実習講座 な

、どを含め て、地 方都 市 におけ る情報 処理教育 の振興、普及 に役立つ もの と

.お もわれ る。

各夢三1共通の特 に強い要望 は、電算機 学校卒業生 に対 して第二種検定 の合

格資格を与えるとい 弾 難 備"で ・ これは学蛉 よび卒業生が・その

社会 的 地 位 の 向上 を 強 く望 ん でい る.と い うこ とで あろ φ。

1・ 入 学応 募 者 の 質的 ・量 的 変 化 につ い て

(1)質 的 変化 につ い て

「良 くな っ た」 と 「悪 くなbた 」 との 答 が 、 それ ぞ れ3校 つつ あb 、

大 勢 と しては 変 っ てい な い といえ よ うか 。

この うち・ 「良 くな っ た」 とい う学校 側 の理 由 と しては、 つ ぎの こ と

が挙 げ られ る。
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① 通 産 省情 報 処 理 技 術 者 認 定 試験 の 実 施 に伴 って、 目標 が定 ま った

こ と。

② 在校 生 の修 学 理 由 を み る と、特 技 を も ってい る と就 職 の とき に有

利 で ある とい う考 え が 多 くな り、 大学 卒 の場合 では 、現 職 場 で の電

算機 技 能 の 必要 性 と転 職希 望 な どの理 由が あ る こ と。 高 学 歴 者 が 特

に夜 間 に多 くな った ことな どは それ を裏書 き して い よ う。 .

つ ぎ に 「悪 くな っ た」 とい う学校 側 の理 由 と しては 、

① 大 学 騒 動 中は優 れ た大学 生 が来 てい たが 騒 動 が落 ちつ くにつ れ て

来 な くな っ た こ と。

② 高 校 卒 の ベ ビー ブ ー ム が峠 を越 し応 募者 が 減 り、 そ れ に対 応 して.

質 が 落 ちた こ と。

を あげ て い る。

② 量 的 変 化

どの学 校 も入 学者 が 減 って き てお り、 その原 因 には 次 の 理 由が あげ

られ る。

① 情 報 処 理 技 術 者が 花 形 職 種 と騒 がれ た時 代 が去 りコ ン ピュ一 夕熱

が さめ て来 た こ と。

② 一 部 の電 算機 学 校 が マ ス コ ミでた たか れ た り したた め真 面 目な経

営 ・教 育 を行 な って い る学 校 までが 同一 視 され、 電算 機 学 校 全 体 の

イ メ ー ジが悪 くな った こ と,、

③ レン タル 料が 高 い ため に、 カ リキ ュ ラ ムに十 分 な実 習時 間 が 組 め

ず、 生 徒 が 物 足 りな さ を感 じ出 して き た こ と。

④ 就 職 先 と して 、 コ ン ピュー タ専 門 会社(ソ フ トウ ェア会社 、 計 算

セ ンタ ー、 コン ピ ュー タ ・メ ー カ等)が 大 多数 を 占め るた め、 一 般
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企業の電算機部 門をね らう者が入学 し荒 くな ったζと

(」)対 策'

① 教 育内容 の充実

現在の第二 種合格 を 目標 に カ リキ ュラ ムの高度化をはか る。従 って

二種 より程 度 の低い三 種を作 る ことは反対 である。 また良いテ レビ講

座や教科書 《とくに プログ ラム学 習法 で書かれた 自習書)が 出廻 る よ

うにな ったの で、シ独学 では できな い実習 を より多 く充実す る必要 が あ

る。 しか しなが ら、認定試験合格 を 目標 として生 徒に強調す るこ とは、

教育 が予備校的 にな り学校 本来の 目的 を失 う憂いが出るか ら、認定 試

験は教 育効果 をみる指針 に したい。

② 学校 の地 位向上

学校 自 らは、宣伝費な どの経費を節約 し、その分 を実習や より優 秀

な教 師を獲得す る経費な どに廻 し.信 用 を高め る と同時 に.政 府 ・関

係機 関 も学校 を実際 にみ て認識 を改 め、授業時間(例 えば年 間1,500

時間以 上).実 習時間.使 用 コン ピュータ機 種、教師の資格(一 種.

二種 の合格者)、 学校 法人(借 地.借 家 では法人 になれ ないの で特 例

を要す)な どの条件を具備す る学 校の卒業生 には二種試験の免除 、短

大卒 資格 等の特典 を与え るこ とが望 ましい。

③ 適性検査 で不適正 な入学者 を落 とす

これ は入学者 の減 少 につな が り、経営が苦 し くな るとい う矛盾 があ

るの で財政面 とに らみ合せ て実行 す る必要が あるが、質 の向上 とい う

意味 では重要 である。

2.財 政上 の問題 とその対策

前述の質 ・量の向上 への対策 には、当然財政的 な問題 を伴 うが、その他

一1Z一



に 次 の問題 点 が 出 され た。

ω レ ン タル料 に関す る問題 .

この問 題 は 、他 の各 種学 校 の教 科(テ レ ビ科 、 無線 工学 科 な ど)に は

ない 財 政上 の大 きな問 題 で、 レン タ ル料 は支 出の大部 分 を 占め てい る。

と くに電算 機専 門校 は 、 テ レ ビ、 ラ ジオ、 無 線 学校 に電算 機課 程 を 併設

した と ころ よ りも一 層 きび しい もの が ある。 そ こで、学 校 では.少 しで

も赤字 を埋 め る ため に、受 託 計算 業 務 を行 な った り して い るが、 本来 は

一 教 育 事 業 だけ で財政 的 に成 り立 つ こ とが理 想 で ある
。

また、 国 産 コン ピュー タへ の認 識 を与 え る とい う意 味か ら も.電 算機

校 では 大学 と同 じ教 育 を してい る点 か らも、 メー カは レ ン タル料 を 割引

くべ きだが 、 ζれ には、学 校 の地 位 や 信 用 と も関係 す るの で早急 に実 現

す るのは 困 難 で あろ う。

1案 として、個 々 の学校 が 高 い レ ン タル料 を支 払 っ て実 習す る ことを さ

け 、 共 同 で1台 の コン ピュ ー タを 利 用す る方 法 も あ る。 ま た学 校 側 とメ

ー カ側 と情 報 交 換 の場 を つ く り.レ ン タル ・パ ック して くる ユ ーザ か ら

電 算機 を 安 くゆ ず り受け る よ うに す る。 しか し これ に関連 して は、 中古'

.品 と して買 い取 る と① 数 年 は更 新 で きな い、 ② 中古 品 を教 師 が嫌 う、③

保 守 費 が 高 くつ く、 な どの問 題が あ る。

(2)コ ン ピュー タ費 用 の 助成

レ ンタル 料 に対 し ては 、一 般 に は 各校 とも国 、 地方 公 共 団体 、 私学 振

興 財団 な どの 融 資 を期 待 して い る。 ま た設 備 投 資 に対 して も長 期 低 利 の ・

貸付 け を要 望 して い る。 融 資 な どの 資格 条 件 は前述1-(3)一 ②(学 校 の

地位 の 向上)の 条 件 が 参考 とな ろ う。

この 要 望 は 、地 方の 学校 に と くに強 い。 そ れ は、 レ ンタル料 の ほ か に、

一一18一
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大都市 か ら派遣講師 を あおがねばな らぬほ ど、教 師不足 に よる人件 費が

かか るこ とが影響 してい る。また・ この ような学校はその地方 の人 材を

養成 し、そ の地 方 に提供す るとい う意義が あるの であ るか ら、地方公共

団体 が こうした助成 をす る ことが望ま しい。

しか し大都 市の学校 法人などは、費用の助成は各種学校 の立場上、 本

来邪道 で、む しろ1-(3)一 ② の格付 けや特典の方が先 で あるとい う意見

さ

が多 か った 。

3.学 校 間 の 協調 提 携

Cl)財 政 面 での協 調

経営 、 財政 面 で 、一 般 には 、学 校 間 の協 調 を 積極 的 に望 ん でい るの は、

2.3校 しか な い。

今 後は 、 ① 施設 費 の補 助 のほ か に 、教 材 に対 して も産 業 教育 振 興 法 を

適 用す る とか、 ② 財 政 的 な何 らか の助 成 を求 め る とか、 ③1-(3)一 ② の

よ うな特 典 を 要 望 す る よ うな問 題 が 出 て くれ ば学 校 間 の協 調 もえ られ よ

う 巳

② 教 科 面 での協 調

カ リキ ュラ ム面 での 協 力体 制を 求め る声 は、 経 営.財 政 面以 上 に少 な

い。 それ は カ リキ ュ ラ ムに こそ各学 校 の特 色が あ るか ら で ある。 しか し

'な が ら電 算機 学校
と して社会 的 な信 用 を 確立 す るため に、必 要 な教 育水

準 を 明確 にす る た めの 協 調 ・提携 につ い て は吝か でない。それ には次 の よ

う液 過 程 を とる こ とが 実際 的 で あ る。

① まず 実 務 を よ く知 ってい るユ ー ザ側 か ら、 必 要 な内容 を 示 し、 ②学

校 とユ ーザ合 同 の カ リキ ュラ ム研 究 会 を作 る、③ 教 育 の 現場 担 当者 とユ

ーザ とで、 認 定 制 度 を織 り込ん だ カリキュラムを 作 成す る。 この 際 、(財)日
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本情 報 処 理 開発 セ ン ターが二 種 を 目標 に作成 した初 級 カ リキ ュ ラムや、

引 き つ づ き 作成 中の 初 級 テ キス トな どは参 考 にな る で あ ろ う。
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回 答 状 況

調 査 時 点 昭 和46年8月 末 日

調 査 学 校 数46校

回 答 数21校

回 答 率45.6%

調 査 当 初 の時 点で は、 対 象学 校 数 は 全 国 で62校 と推 定 され たが、 そ の 後

閉 鎖 さ れた もの9校 、 連 絡 不能 の もの7校 が あ り、 結 局 回答 締切 時(46年

9月4日)に は46校 が 活 動 して お り、 そ の うち21校 か ら回 答 を うけ る こ

とが で きた 。

ご回 答 学校(地 区別 ・50音 順)

〔北 海 道 〕

〔群 馬 〕

〔東 京 〕

〔ネ申楽)日 〕

〔山 梨 〕

〔愛 知 〕

〔大 阪 〕

〔滋 賀 〕

〔広 島 〕

北海 道 電 子 工 学 院

上 武 大 学EDP研 究 所

産 業 能 率短 期大 学、 駿 台 電 子 計算 機 専 門学 校

千代 田学 園、TBSコ ン ピュー タ学院

東 京工 学 院 、 日本 コ ン ピュー タ学 院

日本 電 子計 算機 専 門 学校 、 日本 電子 工 学 院

日本 電 子 専 門学 校、 富 士 学 院

三 岩 コン ピュー タセ ミナ ー

横 浜 商 科 大 学

山梨 コ ン ピ ュー タ学 院

中部 日本 電子 計 算 学 院、 名 古 屋電 気 通 信 工 学院

コン ピュー タ 日本 学 院、 関 西 テ レ ビ技 術 専 門 学校

滋賀 コ ン ピュー タ学 院

コ ン ピュー タ 日本 学 院



コー ス 内容 に つ い て

 

1

コース の種 類 。数お よび 一 コース 当 り平 均授 業時 間 数 。費用

 

11

ソ フ ト ウ エ アω

期間別 時間帯別 コー ス 数 授業時間数
※1

うち割 当 て られ た
実習計響 劉

麟 用(群2

午 前 一

2 午 後 一

夜 間 2 1,560 268(172%) 184

〉

年 全 日 10 1901 354(1&6%) 285

計 12 一 一 一

午 前 1 714 165(231%) 144

1 午 後 一

夜'間 13 621 141(227%) 131

年 全 日 10 1,033 254(246%) 172

計 24 一 　 一

午 前 1 225 85(3τ8%) 72

6 午 後 4 288 87(3α2%) 78

ケ 夜 間 22 224 61(272%) 71

月 全 日 3 640 162(253%) 一

計 30 一 一 一

午 前 一

3 午 後 一

ケ 夜 間 一

月 全 日 2 261 19(72%) 76

計 2 一 一 一

4年 全 日 1 2,720 450(165%) 600
》

そ 3年夜間 1 1500 100(67%) 300

の 9カ月全日 1 320 74(231%) 73

他 計 3 一 　 一

合 計 71 一 一 一

・

一1一
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※1実 習計 算機 時 間 とは 、 実習(ク ロー ズ ドを 除 く)の た めに計 算機 が割 りあて ら

れ て い る時間 の ことで 、 プ ロ グ ラムの 作成 時間 、 パ ンチ時 間 等は 含 ま ない。

※2修 学 費 用 には 入 学金 、授 業 料、 設 備 費、 維 持 費、 実 習費、 教 科 書代 寄 付 金、

そ の他 を含 む。2年 コー スに っ い ては2年 間 の修 学 費用 を示 す。

(2)ハ ー ド ウ ェ ア

(時 間)

うち割当てられた

期間別 時間帯別 コ ー ス数 授業時間数 実習計算機時間 修学費用(単 位千円)
(割 当率)

午 前 一

2 午 後 一

夜 間 1 L440 250(1て4%) 114

年 全 日 4 2,476 474(191%) 283

計 5 一 一 一

(3)そ の 他(キ ー パ ンチ ャー.オ ペ レー ター)

(時 間)

期間別 時間帯別 コ ー ス 数 授業時間数
うち割当てられた
実習計算機時間

(割 当率)
修学費用(単 位千円)

3,ケ 月 夜 間 1 72 52(722%) 40

1-2コ ー ス 別人 学 者 数 ・卒業 者 数(卒 業率)

(1)コ ー ス 別
(人)

44年 度(2,3,4年 コース は 含 ま ず) 45年 度(3,4年 コース4ま含 まず)

コース 数 入学者数 卒業者数 卒業率% コース 数
、

入学者数 卒業者数 卒業率%

ソフトウエア

ハードウエア

そ の 他

39

一

一

7,157

一

一

6ρ00

一

一

83.8

-

一

61

4

1

8β03

613

22

7,033

357

21

78.9

58.2

955

計 39 7,157 6ρ00 83.8 66 9,538 7,411 77.7

.r-2一
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(2)ソ フ ト ウ ェ ア

(人)
＼

44年 度 45年 度

胤 ㌦. コース数 = 轍 = コース数 = 轍 =

午 前 一

2 午 後 一 、
1

夜 間 2 536 270 5α4

年 全 日 7 2220 1655 745

計 一 一 一 一 9 2■56 1,925 6敦8

午 前 ・ 1 ・178 164 921 1 109 80 7a4

1 午 後 一 一

夜 間 10 2,182 1600 7a3 10 1,526 1ρ55 691

年 全 日 7 1遵56 1333 9t6 10 1,197 999 835

,計 181 3β16
3,097 81.2 21 2,832 2,134 754

〆

午 前 f 30' 30 100 1 30 30 100

6 午 後 2 150 130 867 4 298 224 752

ケ 夜 間 13 2,475 2,095 846 20 2,506 2,308 921

月 全 日 2 366 351 9{工9 3 281 246 8て5

計 18 3ρ21 2006 863 28 3ユ15 2,808 9α1

午 前

3 午 後 一

ケ 夜 間

月 全 日 2 200 197 9&5 2 80 76 950

計 2 200 197 985 2 80 76 950

4年 全日

そ 3年夜間

の 9ケ月全日 1 120 100 8a3 1 120 90 750

他 ゆ

計 1 120 100 833 1 120 90 75」0

合 計 3'9 7ユ57
ヒ6

,000 8a8 61 8,903 7,033 790

十
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(3)ハ ー ド ウ エ ア

囚

期鶯
,

44年 度 45年 度

コース 数 入学者数 卒業者数 卒業率% コー ス 数 入学者数 卒業者数 卒業率%

2

年

午 前

午 後

夜 間

全 日

一

一

1

3

127

486

46

311

36.2

64.0

計 一 一 一 一 4 613 357 58.2

一4一



2.実 習 に つ い て

2-1一 コ ー ス 当 り の 実 習 の 形 態 と 時 間 数

(1)ソ フ ト ウ エ ア

(時 間)

教 育 期 間
〒

実 習 の 形 態

期間別 時間帯別
ス

数
計算機の基本的な
操作方法の実習

プ ロ グ ラムを 作成 し

て ラン させ る実習
穿孔機、検孔機
の 操 作 実 習

合 計

午 前 一 一 一 一 一

2

午 後 一 一 一 一 一

年
夜 間 2 210 200 20 430

全 日 10 99 284 37 ,420

1

午 前 1 2 162 2 166

午 後 一 一 一 一 一

年
夜 間 9 40 152 15 207

全 日 10 55 255 41、 351

6
午 前 一 一 一 一 一

ケ
午 後 4 8 69 11 88

夜 間 17 5 56 7,∠ 68
月 ㌦'

全 日 3 11 134 22 167
'

8

午 前 一 一 一 一 一

午 後 一 一 一 一 一

ケ
'

夜 間 一 一

→◆v.

一 一 一

月 .

.

1挙

■
.,全 ・ ・ 日 2 3 8 8 19

そ
4年 全 日 1 20 410 20 450

の
他

3年 夜間 1 ; 90 3 96

9ケ月全日 1 12 50 12 14

一5一
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(2)バ ーyウ エ ア

(時 間)

教 育 期 間
〒
ス

数

実 習 の 形 態

合 計

期間別 時間帯別
計算機の基本的な
操作方法の実習 ζ呈多z誌 雲量

穿孔機 ・検孔機
の 操 作 実 習

2

年

午 前

午 後

夜 間

全 日

一

一

1

3

一

一

250

200

一

一

〇

833

一

一

〇

100

一

一

250

538

白

(3)そ の 他(キ ー パ ン チ ャ ー.オ ベ レ_タ_)

(時 間 》

教 育 期 間
〒
ス

数

実 習 の 形 態

合 計

期間別 時間帯別
計算機の基本的な
操 作 方法の実 習

プ ログ ラ ム を 作 成

して ラ ン させ る実習

穿孔機 ・検孔機
の 操 作 実 習

3ケ 月 夜 間 1 2 8' 42 52

2-2実 習 時 の グル ープ の 人 数

学校数 構 成 比 %

値 入 で プ ロ グ ラ ム 作 成 2

グル ー プ で作 成
・

2～5人

6～10人

11～15人

16人 以 上

9

6

1

0

≡563

325・.

62 、

0

1L1

5α0

33.3

56

0

計 18(16) 10住0 10α0

σ
●
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2-5実 習プ ログラムのパンチ作業の処理 方法 について

(1)処 理方法別学枚数

学校側で処理 学生が処理 外 注 校 数

100% 0 %_ 0% 2一

95 一 5一 0 1

90 10 0
・

2一一

90 5 5 1一 一

80 20 0 2一

80 0 20 1一 一

70 20 10 1一 一

70 0 30 1一 一

60 40 0 1一 一
一

50 一 50 0 2一

10 90 0 1一 一

10 0 90 1一 一

5 5 1 、
一 一90

0 100 0

・

2一

0 5 95 1一

0 0
聖

一 一100

計 21

'

一・7-一



(2)処 理方法別構成図
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●

2-4自 校 外 で 実 習 をす る場 合

(時 間)

学
校
数

了

薮

実 習 の 形 態

合 計計算機の基本的な
操 作方法の実 習

プログラム を作成 し

て ラン させ る実 習
穿孔機 ・検孔機
の 操 作 実 習

実習の時間 3 5 52 45 27 124

○

各コースを実施するのに要する総時間数である

実 習 の場 所 一 計 算 機 セ ンタ_'1

・ 親 会 社1

そ の 他1

一9一



{人)
コ ー ス

別 コー ス 数 男
・

女 計 、 構成比%
.

ソ フ ト ウ エ ア

ハ ー ド ウ エ ア

そ の 他

61

5

1

⑤537

1己55

0

1,361

41

●

4

7,898

1,196

4

868

1a1

α1

合 計 67 7,692 1,406 9,098 10(10

3.在 校 生 に つ い て

5・-tコ ー ス 別 ・期 間 別 。時 間 帯 別 在校 生 数 お よび 職 業別 数(構 成 比)

(1)コ ー ヌ 別

※ 在校生数は46年7月 末現在の実数である。

trle,一



へ

(2)ソ フ ト ウ エ ア

(人)

業
性 別

コ

|ス

数

有 職 学 生 無 職 計

男
|'女

計 男 女 計 男 女 計 男 女 言十
口.

期

間

別

2年

構成比%

10 572

132

71

L6

643

148

43

LO

2

α1

45

1.1

3001

691

653

15㎞0

3654

841

3616

8a3

726

167

4342

10α0

1年

構成比%

18 667

378

83

4.7

750

425

125

71

27

15

152

&6

632

35　8

232

1al

864

4&9
,

1424

8{17

342

193

1766

10α0

6ケ 月

構成比%

27 917

698

94

72

1011

7τ0

88

67

14

LO

102

τ7

145

1LO

56

4.3

201

153

1150

875

164

12.5

1314

10(1⑲

3ケ月

構成 比%

1 0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

28

ga3

2

67

30

、

1000

28

933

2

67

30

10α0

その他

構成 比%

3 186

824

17

τ5

203

899

7

a1

1

04

8

a5

15

66

0

0

15

66

208

92.0

18

&0

226

10α ζハ

合 〉計

構成比%

59 2342

3α5

265

a4

2607

339

263

34

44

06

307

40

鵠21

498

943

12.3

4764

62.1

6426

83.7

1252

i63

'
7678

10ω

時

間

帯

別

午前

構成比%

2 4

67

0

0

4

67

0

0

1

L7

1

L7

32

5a3

23

3a3

55

91.6

36

6α0

24 .

4α0

6.)

10α9

午後

構成比%

3 34

3(i2

2

21

36

3&3

7

74

1

L1

8

&5

36

38.3

14

14.9

50

5a2

77

8輻9

17

1&1

91

10α 〕

夜間

構成比%

33 2214

791

255

91

2469

8&2

182

65
●

33

t2

215

77

92、

a3

24

α8

ユ16

4.1

2488

8&9

312

11.1

280〕

10(P

全 日

構成比%

21 90

L9

8

α2

98

21

74

L6

会9

02

83

1.8

3661

774

882

187

4543

961

3825

81.0

899

190

4721

10α)

※ 有職 とは 現 に職 業 を もってい るこ とで、 ア ル バ イ ト 。パー トタイ ムは 除 く。

学 生 とは大 学院 ・大 学 。短 大 ・高 校 など の在 学 生の こ とで、 電算機 学 校 の学 生 は含 ま な い。

無 職 とは 有 職お よび学 生以 外 の在 校 生 をい う。
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∫

(3)ソ フ トウエ.アコ ース在 校 生 の職 業 別 構成 図

(3)-1期 間 別

、。語
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(0
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2
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別
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∴
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‥
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(4)ハ ー ド ウ エ ア

(人)

業 7 有 職 学 生 無i職 計

別 薮 男 女 計 男 女 計 男 女 計 男 女 計

期 2年 4 156 0 156 3 0 3 681 9 690 840 9 849

間

別 構成比% 183 0 1&3 α4 0 α4 802 L1 81.3 9&9 L1 10α0

合 計 4 156 0 156

3

3 0 3 681 9 690 840 9 849

一 プ

構成比% 183 0 1&3 α4 0 α4 802 11 81.3 9&9 L1 10(10

● 夜間 2 156 0 156 3 0 3 18 3 21 177 3 180

時

間 構成比% 866 0 866 L7 0 1.7 1α0 t7 11.7 9&3 L7 10α0

帯 全 日 2 0 o 0 0 0 0 663 6 669 663 6 669

別

構成比% 0 .0 0 0 0 0 991 09 10α0 991 α9 10{10

(5)そ の 他
(人)

職 業

性 別 〒

薮

有 職 学 生 無 職 計

男 女 計 男 女 計 男 女 計 男 女 計

期
間
別

3ケ月

構成比%

1 0

0

4

10α0

4

10α0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

4

10α0

4

10α0

時
間
帯別

夜間

構成比%

1 0

0

4

1000

4

10α0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

4

10α0

4

10α0

一13一



5-2在 校生 の学 歴

(人)

学 生
数学 歴

性

別
学 生 数 計 構成比%

大 学 院 卒
男 6

6 α1

女 0

大学院在学中
男 6'

6 α1

女 0

大 学 卒
男 844

873

■

96

女 29

大 学 在学 中
男 274

305 a4

女 31

短 大 卒
男 138

192 21

女 54

短 大 在学 中
男 49

58 α6

女 9

高校卒その他

.男 6375

7658 8441

女 1283

計
男 7692

9098 10α0

女 1406

一14一
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4.卒 業 生 に つ い て

(1)45年 度 の求人状況(構 成 比%)

(人)

ソ フ ト ウ エ ア 関 係 バ 一合ド ウ エ ア 関 係

総 計
男

.

女 計 男' 女 計
コン ピ ュ ー タ

メー カ ー

411

(4.2)

92

(tO)

503

(52)

449

(46)

26

(α3)

475

(49)

978

(1al)
ソフトウエア会社

(計算 セ/ター鎗 む)

3570

(368)
713

(73)

4283

(441)

193 ,・

(L9)

5

(a1)

198

(ao)

4481

(461)
コ ン ピ ュー タ

ユ ー ザ ー

32ユ2

(3aO

937

(96)

4149

(427)

99

(LO)

6

(α1)

105

(1.1)

4254

(4a8)

計
7193

(74.1)

1742

(179)

8935

(920)

741

(τ5)

37

(α5)

778

(&o)

9713

(10α0)

※ 求人数は各学校毎の申込受付数であるか ら求人側の需要数κは重複がある
。

(2)45年 度 の コ ン ビ=L－ タ関 係へ の 就 職 先(構 成 比%)

(人)

ソ フ ト ウ エ ア 関 係 ハ ー ド ウ エ ア 関 係

総 計
男 女 計 男 女 計

・

コ ン ピ ュ ー タ

メ ー カ ー

152

(4.6)
32

(110)

184

(5.6)

128

(38)

3

(oユ)

131

(3.9)

315

(95)
ソフトウエア会社

(計算センヂ を含む)

718

(21.5)

176

(5.3)

894

(26、8)

99

(3.o)

0

(o}

99

(3.o)

993

(29.8)
コ ン ビ 一 夕ユ

ユ ー ザ ー

1538

(46.2)

418

(12.5)

1956

(58.7)

66

(2.o)

0

(o)

66

(2.o)

2,022

(60.7)

計
2408P

(72.3)

626

(18.8)

3034

(91.1)

293

(8.8)

3

(o.1)

296

(8.9)

3,330

(1000)

(3)情 報 処理技術者認定試験合格者数

＼ 枚数 第 一 種 校数 第 二 種
44年 度

45年 度

8

10

5

.17

10

14

140

250

計 一 23 一 390

※ 学校で把握した合格者 蚤

数だけである。

=-15一



求 人 状 況
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ハ ー ド ウ エ ア

ソ フ ト ウ エ ア

i-:i.1ソ ジ トウエア 会 社`∴ ・

認/:三 呼 ・・

コン ピュー タ。

ユーサL

46.5%
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■

●

就 職 先

9.5%

トウエア 会 社

,紹

_ザ一 夕 _ユ

ド ウ エ ア
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5.教 職 員 に つ い て

(1)情 報処理技 術関係学科 の教職員数 について
(人)

構 成 男 女 計 構成比%

専 任 教 員 184 15 199 40.0

外 部 講 師 172 7 179 36.0

助 手 ※ 37 6 43 &7
`

専 任 オ ペ レ ー タ ー 41 3 44 8.9

専 任 キ ー パ ンチ ャ ー 3 29 32 6.4

計 437 60 497 10α0

※講義は 担当 しない人

(2)最 終 学 歴
(人)

学 歴 男 女' 計. 構成比%

大 学 院 卒
`

15 0 15 7.5

大 学 卒 97 9 106 53.3

高 専 。短 大'卒 12 3 15 7.5

自 校 卒 52 1
'
53 26.6

高 卒 ・そ の 他 8
'

2 10 51

計 184 15 199 100.O

③ 年 令 構 成 (人)

年 令 勇)
1

女 計 構成比%

45才 以 上 10 0 10 51

40～45 13 0
'13

6.5

35～40 12 1 13 &5

30～35 45 1 46
"23

.1

25～30 77 8 85 42.7

20～25 27 5 32 16.1

20才 未 満 Q 0 0 0

計 184 15
'199

100.0

-

一一18一



(4)専 任教 員 の コ ン ピ ュー タ実務 経 験

(人)

=以前
の 轟

1～2

年
2～3

年

3葦 5～8

年

&》10

年 雅 計 構成比% 徽

自 校 で 養 成 6 26 31 21 2 86 433 13

他
所
か

ら
の

転
職

コン ビ三一タ 。メーカー 1 1 .1 2 4 1 10 50 8

雀蕩蕩郷 9 3 2 4 .18 9.0 8

コンら 一 夕 。ユ ーザ ー 4 8 3 2 17 8.5 7

他 の 養 成 校 1 3 些 5 4 25 12.6 11

そ の 他 3 6 20 6 5 3 43 216 9

計 7 30 45 63 26 18 10 199 1000

比 率 ㈲ 35 151 22β 31フ 13.1 go 50 100.0

一19一



6.電 算 機 設 備 に つ い て

6-1現 在の機器構成

(1)中 央 処 理 装 置

キ ャ ラク タ。マ シン 台数 バ イ ト 。マ シ ン 台数 ワー ド ●マ シ ン 台数

16KC 5 4～8KB 11 8～1200W 5

24KC 2 16～32KB 5 4KW 4

計 7 64～98KB 3 8KW 1

学 校 数 5 計 19 16KW 2

学 校 数 16 計 12

学 校 数 8

MT装 置 磁 気 ド ラ ム 磁 気 デ ィス ク

学 校 数 15校 16校 9校

台 数 92台 21台 16A 口

＼_ カ ー ドll－ ダ ー 紙 テ ー プ 。 り一 ダ ー

学 校 数 15校 17校

台 数 23台 34台

 

置装憶記助補②

r

M

枝
移
7「

数ヘ
コ

置装力入③

一力

＼ 数校学

数台

置装力出ω

ラ イ ン。プ リ ン ター 紙 テ ー プ 。パン チ

学 校 数 19校 11校

台 数 32台 15A 口

t-20一
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φ

(5)入 出 力 装 置

一 ワ ●

ア イ ス フ レ ー 、 タ イ プ ラ イ タ ー

学 校 数 1校 12校

台 数 1'台 22台

6-2使 用 状 況

(1)稼 動 時 間(昭 和45年 度月平均使用実績)

(時 間)

学
校
数

実 習 そ の 他

合 計三
内の実習菱縫 璽

オープン
●

受諾†算
ソフト開発 研 究

その他

自校設置

構成比%

20 4010

466

2275

26.5

667

78

201

2.3

501

58

213

2.5

7315

8.5

8598.5

100・

外部借用

構成比%

3 41

91ユ

●

4

89

0 0 0 0 0 45

100

,計 21 4ρ51 2279 667 .201 501 213' 73L5 8643.5
.

※ 正規教課内の実習 とは、授業時間に割当てられた時間を、正規教課以外の実習とは

学生が 自由に使用 した時間をい う。

(2)機 種別 使 用 台 数'(台)

㌔ 自校設置 ㌔ 外部借用 計

大
型

月額 レン タル料555万 円以 上 0 0 0

■

0 0

中

型 月額 レンタル料88万 以上555万 円未満 10 8 3 4 12

小
型

月額レンタル料22万 以上88万 円未満 11 18 1 1 19
0

超
小型 月額 レン タル料22万 円 未 満 4 12 0 0 12

合 計 20 38 3 5 43

/
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6-5今 後 の 導 入 計 画

(1)レ ベ ル ア ップ検 討 中 各1校

F230-25→?

N220{ト ー50→?

F230-10-:>F230-15

T1500-10→T1500-20

(2)設 置 予 定 各1校

F230-10(F270-20返 却)

F230-35F230-15

F230-15(or]」.P)

③ そ の 他 各1校

目下再導 入 交 渉 中

2年 後 に導 入 で きる見通 し(中 型 機)

端末 機 の 増 設

6-4最 近t年 間 の 主 な 投 資

(1)電 算 機 の 設 備投 資 ・9枝

折 機 種 お よび端 末 機 器 の導入 等 、 レベ ル ァ ププ のため の投 資 が 多い 。

② そ の他Cl'設 備 投 資,7校

『主 に校 舎の 新 改 築 で ある が
、 教 育 用VTR設 備 を購入 し た と ころ

もあ る。

一一22r
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・7.意 見 お よび 要 望 につ い て

(1)入 学 応募 者の質的 ・量 的変化 とその対 策

一{iii三遷

大学卒 ・大学在学生 が増加 したことが 目立つ。

一{翼⊇
対 策1.教 育 内容 を高度 化 す る。

2・ 企 業 等 か らの派 遣 を受託 す る。

3.新 コース を設 け るo

(2)財 政 上 の 問 題 とそ の 対 策

1.コ ン ビ=一 夕 。レ ン タル料 が 高 く、 教 育 事業 とい う ことで レ ン タル

ル料 の 割 引 きを して欲 しい 。

2.国 ・公 共 団 体 等 の 助 成 。

3.コ ン ピュ ー タの オ ー プ ン貸 し、 受託計 算 等 の 関連 事 業 部 門 を拡 大

す るo

(3)学 校 間 の協 調 。提 携

1.現 在 の と ころは 皆 無 に等 しい が、促 進 す べ きセ あ る。

2.基 本 的 な カ リキ ュラ ムの確 立 。

3.教 員 の レベル 。ア ップの た め カ リキ ュ ラ ム等 に つ い て の 討論 の場 、

一23一



研究 会 な どが開 か れ る と よい 。 ・

4.営 利法 人 は 除外 し、 学 校 法 人 の 資格 に権威 をつ け るo

(4)そ の 他 各方 面 へ の 要 望

財 政 上 の問 題 が圧倒 的 に多 い。

1.教 育 に忠 実 な所 ほ ど経 営 が 苦 しい0

2、 営利 法 人 でな い教 育 本 位 の学 校 に特 別 な資格 を与 え る認 定 制 度 が 必

要 。

3,コ ン ピュ一一ダ 。レ'ンタル料 に対 す る政 府 等 の 助 成 金 な い し、

ユ一 夕導 入 に 対 す る融 資 措置 を要 望o

以

コ ン ビ

上

ホ

k

t

－24一
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